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文化芸術の育成と振興
令和8年6月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「文化芸術の育成と振興」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言で
す。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

続いて、文化芸術の育成と振興について質問いたします。

近年、人口減少や少子化が進む中で、文化芸術活動を取り巻く環境も大きく変化しております。文化芸術は市民の生きがいや地域の魅力づ
くりに寄与するだけでなく、子供たちが感性や創造性を育み、自らの得意なことや興味関心を見つける重要な機会でもあります。

また、本市では昨年度、文化行政が教育委員会から文化スポーツ観光部に移管されるなど、大きな組織改編も行われました。

そこで、３点質問いたします。

１点目、文化行政が教育委員会から文化スポーツ観光部へ移管されましたが、その目的と期待された効果、また、現在までの評価について
お伺いいたします。

あわせて、移管前後における予算や事業内容の変化についてもお聞かせください。

２点目、青少年に対する文化芸術育成についてお伺いいたします。

劇や音楽、伝統芸能、地域文化などの体験は、子供たちの感性や創造性を育み、多様な価値観に触れる貴重な機会であると考えます。本市
において、子供の文化芸術育成をどのように位置づけているのかお伺いします。

また、文化行政の移管後、文化芸術を育てる機能は、文化スポーツ観光部と教育委員会がそれぞれどのような役割を担う整理となっている
のかお伺いいたします。

３点目、文化団体の支援の在り方についてお伺いいたします。

本市では、日田市芸術文化振興事業補助金が創設されておりますが、以前活用されていたまちづくり活動推進事業補助金から独立し、創設
に至った経緯や目的についてお聞かせください。

また、文化芸術活動は継続してこそ地域に根づき、人材育成や文化継承につながるものと考えます。本市として、文化団体への支援をどの
ように考えているのかお伺いいたします。

以上、登壇での質問を終え、質問席にて再質問いたします。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［登壇］

私からは、芸術文化の育成と振興についてお答えします。

１つ目に、文化スポーツの部署変更に伴う効果についてでございますが、令和７年４月に、日田の魅力をさらに発信するため、文化財の保
存、活用、文化芸術、スポーツの振興の各分野を教育委員会から市長部局に移し、観光課と合わせて文化スポーツ観光部を新たに設置いた
しました。この組織再編は、文化スポーツの振興と観光振興等を一体的に展開し、本市の認知度向上を図ることで、地域経済の活性化や文
化芸術、スポーツの振興、文化財の保護、活用につながることを期待するものでございます。

その効果としましては、観光部門と連携して情報を発信することで、本市の魅力、認知度が向上し、誘客、日本遺産の利活用などにも効果
が期待できると考えています。

また、市長部局に置くことにより、例えば、福祉部局との連携として、障がいのある人とない人が一緒に参加する文化芸術活動など、様々
な部局との連携が容易になることで、パトリア日田を文化芸術の拠点として、その機能をより発揮できるようになるとも考えています。

次に、現在までの評価についてでございます。

文化芸術の育成と振興という観点で例を挙げて申し上げますと、市民参加型事業においては、市民ミュージカルなど、市民が自らつくり表
現する場を提供することで、文化芸術活動への参加機会を広げております。子供たちへの文化芸術体験においては、様々なワークショップ
や、昨年８月にパトリア日田で開催された楽曲制作「ノムさんと一緒に日田の曲をつくろう！」などの参加体験型事業を通じて、文化芸術
に直接触れる機会の充実に努めております。

障がい者アートと福祉の連携において、障がいのある人とない人が一緒に参加する文化芸術活動、例えばコア・アート展などを展開し、将
来的には、障がい者アートを商品化して、障がい者の所得増加につなげることを目指して、協議を進めております。
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県との連携強化においては、大分県立美術館との企画展開催に向けて協議を進めており、日田市所蔵の美術品を県内外に広く紹介するとと
もに、市民の皆様に質の高い鑑賞機会を提供できるようになってまいります。

さらに、大学との連携強化においては、芸術文化観光専門職大学の学長である平田オリザ氏を招聘し、来月、講演会を開催する運びとなっ
ているほか、福岡国際音楽大学との交流に向けて協議を開始しております。

それ以外にも、日田ブループリント会議と共催による日田藝術祭ｖｏｌ．０─ｈｉｔａｋａｋｕｓｈｉ─の開催や、議場での日田杉のバイ
オリン演奏会の開催などにも取り組んできたところでございます。

このように、市民の参加機会の拡大、子供たちへの体験機会の充実、多様な人々の交流と社会的包摂、そして、県や大学等との連携による
質の向上など、文化芸術の育成と振興に関する取組は着実に進んでおります。

今後も、これらの取組をさらに充実させることで、文化芸術を通じた日田市全体の魅力向上と地域経済の活性化につなげてまいります。

次に、具体的な予算や事業内容の変化についてでございますが、組織再編後の初年度である令和７年度におきましては、情報発信の強化や
関係機関、団体との連携強化を図るなど、新体制での基盤づくりに取り組んでおり、予算規模には大きな変更はございませんでした。

以下、２年目に当たる本年度からは、日田市芸術文化振興補助金を新設いたしまして、これにより地域の文化団体が新たな活動や挑戦を始
める際の支援を強化してまいります。

２つ目に、青少年における文化芸術の育成方針についてお答えします。

まず、本市における子供の文化芸術育成の位置づけについてでございます。

本市では、心豊かで輝く人の育つ活力ある地域社会の実現を目指し、日田市文化振興条例を制定しており、同条例に基づく第２次日田市文
化振興基本計画第３期計画において、１つ、文化の保存、継承及び発展、２つ、人材の育成及び確保、３つ、文化活動及び鑑賞のための機
会の充実、４つ、情報の発信及び収集並びに文化交流、この４項目を施策の柱として各種事業を展開しております。

子供たちが地域文化に親しみ誇りを持つことは、心豊かな人間形成を図る上で欠かせないものと考えております。そのため、次代を担う子
供たちに対しては、文化に触れる喜びを感じ、理解を深める機会を提供することで、豊かな人間性を育むとともに、将来の文化を担う後継
者としての期待を込め、人材の育成及び確保に向けた青少年が文化を体験し学習し、創造できる機会の創出に取り組んでおります。

次に、文化スポーツ観光部が担う役割についてでございます。

学校現場等における教育委員会が担う役割につきましては、後ほど教育長から答弁申し上げますので、私からは、文化スポーツ観光部が担
う役割についてお答えします。

文化スポーツ観光部といたしましては、青少年を含む市全体の文化芸術活動を活性化させる立場から、質の高い講演の誘致や文化施設の環
境整備、文化団体の活動支援などを行うことにより、多くの市民が文化芸術を享受しやすい環境をつくるとともに、市民が文化芸術に主体
的に取り組む環境を整える役割があると認識しております。

この役割を果たすため、地域における文化芸術の裾野を広げる施策の実現に向けて、引き続き、教育委員会をはじめとする関係部署や関係
団体との連携を図ってまいる考えでございます。

３つ目に、文化団体への支援の在り方に関する御質問にお答えいたします。

まず、日田市芸術文化振興補助金の創設に至った経緯と目的についてでございます。

これまで、本市において、一部団体がまちづくり活動推進事業補助金による助成を受けて文化活動を行っておりましたが、文化団体等が行
う芸術文化活動に特化した支援制度がございませんでした。そこで、市民の芸術文化を創造、発信する機会の拡充を図るとともに、芸術文
化を通じた交流人口の増加及び地域のにぎわい創出に資することを目的として、本年４月に日田市芸術文化振興補助金を創設したものです。

創設に当たりましては、初回は補助対象経費の５分の４を助成するなど、他自治体の芸術文化に関する補助事業には類を見ない手厚い支援
体制を整え、これにより、文化団体の皆様が新たな創造や発信に挑戦される際の第一歩を市として力強く後押しできるものと認識しており
ます。

市といたしましては、文化団体の活動が継続して地域に定着し、発展していくことを強く望んでおり、本補助金の補助回数を最大３回とす
ることで、団体が活動を立ち上げ、軌道に乗せ、最終的に自力で活動を継続するための力をつける期間として機能することを期待している
ところです。

初動の支援を通じて基盤を固めていただき、３回の助成を受けて活動する中で、組織の運営力や資金調達力を高め、自立した持続可能な団
体へと成長していただくことが、本市の文化振興における本質的な願いであります。

日田市の真の魅力は、市民の皆様の日常的な活動の中にこそあり、市民の皆様こそが文化の主役であると考えております。市といたしまし
ては、文化団体の皆様が自らの力で地域の芸術文化を牽引し、より魅力的な地域社会を築いていけるよう、その活動をバックアップし、多
くの皆様が積極的に文化活動に参加できるよう支援してまいります。

私からは以上でございます。
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○教育長（江嶋久典） ［登壇］

私からは、文化芸術の育成と振興についての御質問のうち、教育委員会が担う役割についてお答えいたします。

教育委員会は、学習指導要領に基づいて、特色ある教育課程を計画実施できるよう、各学校を指導、支援する役割がございます。

まず、音楽や美術の学習においては、表現及び鑑賞活動を通じて、生活や社会の中の音や音楽、美術、文化と豊かに関わる資質能力を育む
ことが目標として掲げられておりますので、現在、各学校では、自ら表現、創作する体験を通じ、創作技能の向上のみならず、既成概念に
とらわれない柔軟な思考力、アイデアを生み出す力を養うことや、美しいものや優れた表現に触れることで、生涯にわたり文化芸術を愛好
する心情の土台の育成に努めております。

また、学習指導要領には、教科の学習だけでなく、学校の教育活動全体を通して、児童生徒の豊かな心を育むことについても定められてお
りますので、各学校では、体験活動などの機会が教育課程の中で適切に位置づけられ、児童生徒が質の高い文化芸術に触れる機会を得られ
るよう支援することに努めているところでもございます。

児童生徒の豊かな心を育む上で、文化芸術に親しむことは大変重要であり、質の高い文化芸術に触れることによって、思考力や想像力、共
感力を高めることなどが期待できると思っております。

したがいまして、市教委としましては、文化庁や県、市が主催あるいは後援する文化芸術体験に関する事業について、各学校への情報提供
や開催方法等についての調整を行うなどして、学校がそれらの事業を教育課程に位置づける教育活動として積極的に活用できるよう、引き
続き、学校支援の役割を果たしていく考えでございます。

私からは以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

それでは、次の文化スポーツ振興について、質問に移ります。

文化芸術の日常的な育成は学校教育が担い、一方で、地域文化や文化芸術に触れる非日常の体験機会は、文化行政の重要な役割であると考
えています。

まず、学校教育における日常的な活動についてお伺いします。

現在、小中学校では、文化芸術の育成における日常的な活動として、どういったことをしているのかお伺いします。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

先ほど、音楽や美術が中心になるということを申し上げましたけれども、これらの教科の学習として表現や鑑賞等を行いながら、感性、創
造性を豊かにして、文化芸術を愛好する心情というものを大切にして、今、育んでいるところでございます。

最近では、作曲ソフトを使用した音楽作りであるとか、タブレット端末を活用した国立美術館の作品鑑賞など、我々のときには経験できな
かったようなＩＣＴ機器を活用した取組も行われておりまして、優れた作品を味わう機会の提供方法や学び方の幅もかなり広がってきてお
ります。

また、教科以外の総合的な学習の時間や特別活動の時間においても、伝統的な文化を題材とした学習を行うなど、学校や地域の実情に応じ
た学習機会の確保に努めているところでございます。

以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

今の説明でもあったんですけど、タブレットを通じて芸術作品を見るといったときには、私は自分の目で見ることも大事ではないかと思い
ます。なので、ＩＣＴの活用による新しい表現とか新しいものというのは分かるんですけども、実物を見るということとのバランスも大事
ではないかと思っております。

次に、ちょっと出前授業についてお伺いします。

出前授業や講演などの体験機会、どちらかというと非日常の活動についてお伺いします。

本市は教育大綱の中で伸ばす教育を掲げています。私は、伸ばすためにはまず得意なことを発見する機会が必要だと考えています。その意
味で、文化芸術体験、例えば鵜飼いや祇園囃子など、地域文化に触れる機会をつくる出前授業は非常に重要な役割を担っていると考えてい
ます。また、地域文化の担い手を創出、育成する観点でも意義深いものと考えています。

これらの小中学校での出前授業の実施状況、実施する出前授業はどのように実施されているのかお伺いします。例えば、人権講習会などは、
市全体で見たときに内容に違いはありますが、頻度という点では差がないと感じています。学校によって出前授業を含めた体験機会に差が
生じることはないのか、併せてお伺いします。
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また、私の主観ではありますが、出前授業の活動は、市全体で見たときに十分ではないと感じておりますが、今後、拡充する考えはあるの
かお伺いします。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

学校教育においてということでお答えさせていただきたいと思っておりますけども、教育課程の中で、学校で文化芸術の体験等も行うもの
というふうに考えておりますので、教育課程の編成権というものになりますと校長になりますので、教科学習以外でもどのような体験活動
をどれぐらい仕込むかということについては、学校判断とはなっております。したがいまして、各種事業の利用には確かに学校間で多少差
が生じることもございますけれども、例えば、令和７年度、県立美術館がパトリア日田で行った地域美術館体験講座などについては、学校
を招待するような事業でありましたので、市教委が全ての小学校に呼びかけまして、日程を調整して、市内全ての５年生に鑑賞体験の提供
を行ったという事例もございます。

学校教育活動の中で、体験を通して、人も通しながら学んでいくということは重視しようということで、今、学校教育の重点方針の中にも
掲げておりますので、市教委としましても、優れた文化芸術に触れる機会、こういったことは大切にしながら、出前授業等による体験機会
を積極的に活用できるように、学校支援を行っていきたいという考えでございます。

以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

先ほど御案内いただいた県のということだったんですけれども、公演を鑑賞するなど、芸術という点では不足していると、僕個人では思っ
ています。児童生徒が授業で体験できる内容を充実させるため、今後、文化行政サイドから教育委員会へ、講演会や演奏会をはじめとする
体験メニューの提案などを行う考えはないのかお伺いします。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

児童生徒に向けた芸術文化鑑賞の機会の提供につきましては、現在、第２次日田市文化振興基本計画や日田市民文化会館パトリア日田管理
運営計画に基づきまして、実施した事業を日田市民文化会館管理運営委員会で検証をしまして、次年度の事業計画等に反映させるなどしな
がら、計画的に取り組んでいるところでございます。

その上で、現在、協議を進めております福岡国際音楽大学との交流による取組など、新たな体験機会を創出するとともに、その内容を教育
委員会へしっかりと共有しまして、学校現場での活用に向けた提案を行ってまいりたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

文化スポーツ観光部長にお伺いいたします。

先ほど市全体で見たときに、僕は文化芸術の育成という点での周知、広報が十分ではないと個人ではちょっと思っているところでございま
す。文化スポーツ観光部として、今後、発信していくことを検討されるか、よろしくお願いします。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

しっかりと広報していきたいと思っております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

続いて、部活動の地域展開についてお伺いします。

スポーツについては議論される機会が多い一方で、文化部の状況はあまり見えてこないイメージがあります。吹奏楽部や合唱、演劇、美術
など、文化部の地域展開について、現在の進捗状況をお示しください。

○教育次長（衣笠雄司） ［答弁］

部活動の地域展開のうちの文化部ということでございます。

現在の状況でございますけれども、文化部につきましても、運動部と一体的に取組は進めているところでございまして、現在の状況は、地
域での受皿づくりや指導者の確保に向けまして、文化芸術団体や高校の文化部に対しまして、こちらの連携しております文化スポーツ振興
課のほうがアンケートを実施しているところでございます。

その上で、指導者や活動場所、費用負担等の課題につきましては、文化部、運動部ともに共通でございますので、この件につきましては、
文化スポーツ振興課と教育委員会とで協議を進めているところでございます。
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以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

部活動の地域展開によって、平日は運動、休日は文化部のようなそういった活動も可能になると思いますので、文化的なものもある程度の
受皿を準備するようにお願いいたします。

次に、文化団体支援についてお伺いします。

文化公演では、子供を無料にしている事例があります。しかし、実際には主催団体が負担している場合も少なくありません。市として、子
供の文化芸術体験に係る費用負担についてどのように考えているのかお伺いいたします。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

文化団体の皆様が次代を担う子供たちのために、自らの御負担をいとわず、無料招待や低価格での鑑賞機会を提供されることに対しまして、
市として深く敬意を表するとともに、大変ありがたいことであると受け止めております。また、各団体の実際の運営現場における収支の厳
しさにつきましても、現場の皆様のお声としてしっかり認識をしております。

こうした実情も踏まえまして、日田市芸術文化振興補助金では、子供たちの無料招待等の実施に伴う減収分も含めた事業計画の収支に対し
まして、最大５０万円までの補助を行っているところでございます。

市といたしましては、この補助金を御活用いただくことで団体の皆様の負担を軽減し、子供たちへの無料招待等の取組を行いやすい環境と
なるよう支援してまいりたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

先ほど紹介いただいた日田市文化芸術振興事業補助金は、スタートアップに特化したものだと認識しております。文化芸術活動によって自
走するというのは理想だと思うんですけれども、民間実施団体は市民の消費感覚を踏まえた上で、低廉な価格で実施している場合が多いで
す。しかしながら、内容はすばらしいものが多く、例えば、一つの公演で、地域文化の太鼓の演奏から、東京藝大で声楽を学ばれた方のバ
リトン歌手の歌を伴奏に、人間国宝の方を師事されている方が日舞を舞うような、芸と芸が融合した創造的な催しもありました。

文化芸術活動は、継続して初めて地域に根づくものだと私は思っています。しかしながら、現在の景気の状況は、文化芸術に家計を避ける
ほど安定しているとは言い難い状況です。そのような観点から、補助期間終了後に活動が縮小、消滅してしまうことも考えられます。

その上を踏まえて、例えば、ある程度実績がある団体については、４回目の利用を、例えば会場使用料の減免であったりとか、先ほどおっ
しゃった未成年チケットへの補助だったりとか、継続団体への補助率とか補助金額を変更した次の段階の支援についての考えなどはないか、
お聞かせください。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

今年度創設しました日田市芸術文化振興補助金につきましては、文化団体が新たな活動を始め、活動を軌道に乗せ、最終的に自立して公演
を実施、運営できる体制を確立するための基盤づくりを主眼としております。そのため、助成回数は最大３回までとしまして、毎年連続し
て支援を受けた場合でも、期間を原則３か年として設定しております。したがいまして、本補助金による４年目以降の延長につきましては、
制度の趣旨から考えてはいないところでございます。

一方で、活動を継続される中で、各団体が直面する御苦労であったりとか、地域の文化振興に対する貢献度の高さにつきましては、私ども
も真摯に受け止めております。

今後は、単なる補助金の延長という支援の形ではなく、例えば、市との連携事業として取り組むなど、各団体の活動実績や地域貢献度など
に応じた新たな支援の在り方も必要になってくるものと考えております。

どのような支援の形が有効であるかにつきましては、日田市民文化会館管理運営委員会などからの専門的な知見もいただきながら、市全体
としてどのように文化団体を支え、活性化させていくのか、しっかりと知恵を絞ってまいりたいというふうに考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

日田市芸術文化振興事業には実績報告がありますので、その点をしっかりフィードバックしていただいて、よりよいものにしていただきた
いなと思っております。

最後に、市長と教育長にそれぞれにお伺いしたいことがございます。

先日、観光祭で開催されたｅスポーツ大会を見学に行きました。内容は、太鼓を譜面どおりにたたいて点数を競うという内容のゲームです。
課題曲の難易度と実施環境のギャップを個人的に感じまして、例えるなら、ショパンコンクールを鍵盤の少ない練習用のピアノで実施する
ような感覚があったので、内容の確認に行きました。
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参加者の練習が十分に発揮できるか不安を覚えたので、確認に行ったというのが正直なところです。しかし、参加者はみんな完成度が高く、
十分に実力が発揮されて、みんな満足されておりました。杞憂に終わって安堵したところでございます。競技者の情熱が実を結ぶ催しとなっ
たことに感謝申し上げます。

私は対象が何であれ、一つのことに情熱を傾け、時間を投資することそのものに価値があると考えています。音楽であれ、美術であれ、伝
統芸能であれ、ｅスポーツであれ、子供たちが得意なことを見つけ、伸ばしていくことは、伸ばす教育の一つの姿だと思っております。

これからの時代に何に価値が生じるか分かりません。私は個人の考えでは、現代の基準から見て価値のあるなしの観点に関わらず、子供た
ちがしたいことができる環境を整えていってもらいたいと考えておりますが、教育長としての考えをお伺いします。まず、教育長のほうか
らよろしくお願いいたします。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

現在の学習指導要領の中にも、学校が主体ということと地域が主体ということ、この教育的活動の両面から、子供たちに豊かな経験を充実
させていこうという考え方があります。したがいまして、学校教育としましても、先ほどから申し上げておりますように、様々な文化芸術
に触れる機会は大事と考えておりますので、そういったことの環境づくりには努めてまいりたいというふうに思っております。

このことに関しては、音楽大パレートの予備日をつくったように、関係部局であります文化スポーツ観光部としっかり連携を図っていくと
いうことについては、これからも重要にしていきたいと思います。

そういう意味で、新しい教育大綱では、学びを変えるという方針の中にあります未来への希望と憧れをつくるという取組において、多様な
人々との出会いや体験活動の充実、アーティスト等との交流等の推進を掲げたところでございます。

以上です。

○市長（椋野美智子） ［答弁］

議員御指摘のとおりに、子供たちが生きていくこれからの社会は、人口減少、ＡＩをはじめとするデジタル化の急速な進展、グローバル化
などにより、私たちの予想をはるかに超えて大きく変化していくと考えております。

そんな中、子供たちに求められるのは、自ら問いを立て、情報を収集し、多様な仲間と協働して答えを見つけ、新しい何かをつくり出し、
そして社会をよりよい方向に変えていく力だと考えています。そんな力を子供たちが得るために教育を変えようと、今年２月に日田市教育
大綱を見直しました。

好きなことに取り組むときの子供たちの集中力や情熱は、すごいものがあります。それは、議員御指摘の観光祭のｅスポーツ大会でも、私
も目の当たりにしました。まずは、好きなもの、好きなことに出会う場をできるだけたくさん用意してあげたい。文化芸術の文脈でいえば、
本物とリアルに出会う機会をたくさん用意したい。そして、一流のアーティストとの交流にも取り組んでいきたいと考えています。これは、
教育大綱の基本方針１、学びを変えるためのプロジェクト、３、未来への希望とあこがれをつくるの中にも明記したことでございます。

先日、パトリア日田でアメリカでグラミー賞を３度も受賞した歌手のファンタスティック・ネグリートさんと日田市の子供たち１５０人が
共演するイベントがございました。圧巻の舞台でした。楽譜なしで演奏するのは初めて。自分を表現するイメージで最高に気持ちよかった。
楽しいだろうと想像していたけど、その何倍もめちゃくちゃに楽しかった。今まで知らなくて損した気分。頑張って英語を勉強します。報
道によると、これが子供たちの言葉でした。ファンタスティックさんは日田を気に入って、毎年来訪してくれていて、今回３回目です。

また、ドイツのビオラ奏者アンドレアス・ヴィルヴォールさんも毎年来訪してくれ、今年は子供たちに音楽講座を開いてくれました。

部長が答弁を申し上げたように、福岡国際音楽大学との交流も始まります。日田の魅力とパトリア日田のホールの音響のよさがミュージシャ
ンを引きつけています。

音楽だけではございません。世界で活躍する日田出身の舞踊家の梅川壱ノ介さんも日田で公演し、子供たちと交流してくれていますし、日
田出身の岩澤重夫画伯の御子息で、現代美術家の岩澤有徑さんも子供たちとの交流を申し出てくれています。大河ドラマに出演している俳
優の結木滉星さんも日田出身です。

日田を愛する、日田にゆかりのあるアーティストはたくさんいらっしゃいます。もちろん地元日田にもすばらしいアーティストがいらっしゃ
います。その方たちの御協力を得ながら、日田の子供たちが情熱を傾ける何かに出会い、いろんな仲間と協働して新しい何かをつくり出し、
そして伸びていく、そんな環境をつくっていきたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

費用のかかる芸術は、地方にとってちょっと縁遠いものになりがちなんですけども、本市においては、九州交響楽団が以前は定期演奏会を
やられていたんですけども、今は平成２９年以降、実施されておりません。

一方で、指定管理の下、パトリア日田がジャンルを見極め、適切なことをやったから、パトリアの業績自体は上がってきております。
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ふるさと納税の使途、前年度比で大きく伸び、そのうち２０％を超える方々が、文化芸術の文化や教育への活用を望んでおられる実情を見
た中で、単なる効率性や文化の教育の価値に期待を合わせて、すいません、質問がまとまりませんが、今後とも文化芸術活動を市長のお考
えも把握した上で、とてもすばらしい、新しい芸術に対していろんなものをしていただいたのを承知しております。今後とも、文化が根づ
くように活動していただきたいと思います。

以上です。ありがとうございます。


